






目的: 

近年,日本人の食事内容は欧米化したといわれ,疾病構造の変化につながる栄養素摂取上の

問題点が指摘きれている。同時に,歯科保健の観点から.食物の軟化,高エネルギー化などの

変化が,咀しゃく機能量の低下をひきおこすことが推測されている。これらは主として,

肉・魚・油脂・砂糖などといった食材料レベルの摂取量変化を中心に指摘されることが多

かったが,むしろ料理パターンの変化としてとらえることが必要なのではないかと考えら

れる。 

そこで本研究では,食環境変化の著しい大都市近郊の幼児の食物内容について.日本風料理

から外国風料理への移行の実態を明らかにし.①どのような料理での移行が特に著しいの

か,②料理構成パターンのどのような変化とつながるのか,③これらについての母親の食物

観並びに生活背景はどうなのか.を検討し,食事指導上の指針を得たいと考えた。 


